
(1) 令和5年9月15日（発行定日15日） 浜田商工会議所だより 第414号

№ 414

北 前 船 寄 港 地

外ノ浦
伝統芸能

石見神楽

浜田市まちなか交流プラザオープン　多世代交流の拠点に浜田市まちなか交流プラザオープン　多世代交流の拠点に

　令和 5 年 7 月 30 日、浜田市まちなか交流プラザが浜　令和 5 年 7 月 30 日、浜田市まちなか交流プラザが浜

田商工会館 1 階に約 40 人の来場者があり、オープンを田商工会館 1 階に約 40 人の来場者があり、オープンを

お祝いしました。お祝いしました。

　オープン当日は、3 部構成でオープニングイベントが　オープン当日は、3 部構成でオープニングイベントが

開かれ、第 1 部のオープニングセレモニーでは、浜田開かれ、第 1 部のオープニングセレモニーでは、浜田

市長の挨拶から始まり、来賓挨拶において当所会頭は、市長の挨拶から始まり、来賓挨拶において当所会頭は、

「若者と地域をつなぐ交流拠点として活気づき、高校生「若者と地域をつなぐ交流拠点として活気づき、高校生

や大学生が地元就職に繋がるような場としていきたい」や大学生が地元就職に繋がるような場としていきたい」

と述べました。第 2 部では、浜田高校生によるプロジェと述べました。第 2 部では、浜田高校生によるプロジェ

クト発表、第 3 部では、島根県立大学生による活動発クト発表、第 3 部では、島根県立大学生による活動発

表があり、学生達の多種多様な取組発表等に来場者も表があり、学生達の多種多様な取組発表等に来場者も

熱心に聞き入っていました。熱心に聞き入っていました。

　同プラザは若者の居場所や多世代がつながる交流の　同プラザは若者の居場所や多世代がつながる交流の

場になる浜田の新しい交流拠点として期待を集めてい場になる浜田の新しい交流拠点として期待を集めてい

ます。ます。

　同プラザの運営概要については本紙 2 ページに詳細　同プラザの運営概要については本紙 2 ページに詳細

を掲載してありますのでご確認ください。を掲載してありますのでご確認ください。

１Ｐ　浜田市まちなか交流プラザオープン１Ｐ　浜田市まちなか交流プラザオープン

２Ｐ　２Ｐ　浜田市まちなか交流プラザ運営概要浜田市まちなか交流プラザ運営概要

　　　　　　浜田市長・市議会議長への要望活動浜田市長・市議会議長への要望活動

３Ｐ　３Ｐ　浜田市長・市議会議長への要望活動浜田市長・市議会議長への要望活動

４Ｐ　浜田市特産品協会総会４Ｐ　浜田市特産品協会総会

　　　日本電信電話ユーザ協会浜田地区協会総会　　　日本電信電話ユーザ協会浜田地区協会総会

　　　「海の日」記念式典　　　「海の日」記念式典

５Ｐ　５Ｐ　青年部だより青年部だより

６Ｐ　会議所月報、出張経営相談会、６Ｐ　会議所月報、出張経営相談会、

　　　事業承継商談会、定例経営相談会　　　事業承継商談会、定例経営相談会

７Ｐ　浜田市景況レポート７Ｐ　浜田市景況レポート

８Ｐ８Ｐ　　石州浜っ子夏まつり石州浜っ子夏まつり

　　　石見神楽検定・講習会　　　石見神楽検定・講習会

< も く じ >< も く じ >

第 2部　浜田高校生によるプロジュクト発表第 2部　浜田高校生によるプロジュクト発表

第 3部　島根県立大学による活動発表第 3部　島根県立大学による活動発表来場者で賑わう会場来場者で賑わう会場



(2)浜田商工会議所だより第414号 令和5年9月15日（発行定日15日）
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便
の
不
足
等
に
伴

　

ト
ラ
ッ
ク
便
の
不
足
等
に
伴

　

い
浜
田
漁
港
全
体
の
物
流
機

　

い
浜
田
漁
港
全
体
の
物
流
機

　

能
が
脆
弱
化
し
て
い
る
ほ　

　

能
が
脆
弱
化
し
て
い
る
ほ　

　

か
、
冷
凍
冷
蔵
庫
の
不
足
に

　

か
、
冷
凍
冷
蔵
庫
の
不
足
に

　

よ
る
水
産
物
の
ス
ト
ッ
ク
機

　

よ
る
水
産
物
の
ス
ト
ッ
ク
機

　

能
が
低
下
し
て
い
る
状
況
に

　

能
が
低
下
し
て
い
る
状
況
に

　

あ
る
。
今
後
、
外
来
船
の
誘

　

あ
る
。
今
後
、
外
来
船
の
誘

　

致
等
に
よ
り
漁
獲
高
が
増
加

　

致
等
に
よ
り
漁
獲
高
が
増
加

　

し
た
場
合
の
対
応
と
し
て
、

　

し
た
場
合
の
対
応
と
し
て
、

　

公
設
の
冷
凍
冷
蔵
庫
を
建
設

　

公
設
の
冷
凍
冷
蔵
庫
を
建
設

　

さ
れ
た
い
。

　

さ
れ
た
い
。

・
水
産
業
界
へ
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

・
水
産
業
界
へ
の
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー

　

ン
就
労
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー

　

ン
就
労
希
望
者
へ
の
サ
ポ
ー

　

ト
の
充
実
（
就
労
、
住
居
等

　

ト
の
充
実
（
就
労
、
住
居
等

　

生
活
関
連
）
に
つ
い
て
支
援

　

生
活
関
連
）
に
つ
い
て
支
援

　

拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

　

拡
充
を
図
ら
れ
た
い
。

・
「
ど
ん
ち
っ
ち
三
魚
」
と
し

・
「
ど
ん
ち
っ
ち
三
魚
」
と
し

　

て
浜
田
市
の
特
選
水
産
ブ
ラ

　

て
浜
田
市
の
特
選
水
産
ブ
ラ

　

ン
ド
と
し
て
魚
種
認
定
以
外

　

ン
ド
と
し
て
魚
種
認
定
以
外

　

の
魚
種
と
し
て
剣
先
イ
カ
や

　

の
魚
種
と
し
て
剣
先
イ
カ
や

　

バ
ト
ウ
、
ア
ナ
ゴ
、
ア
ン
コ

　

バ
ト
ウ
、
ア
ナ
ゴ
、
ア
ン
コ

　

ウ
な
ど
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ン

　

ウ
な
ど
に
つ
い
て
も
ブ
ラ
ン

　

ド
化
を
検
討
さ
れ
た
い
。

　

ド
化
を
検
討
さ
れ
た
い
。

以
上
、

以
上
、
33
点
に
つ
い
て
お
願
い

点
に
つ
い
て
お
願
い

し
た
い
。

し
た
い
。

２
．
下
水
道
整
備
計
画
に
係

２
．
下
水
道
整
備
計
画
に
係

　
　

る
市
内
企
業
へ
の
優
先

　
　

る
市
内
企
業
へ
の
優
先

　
　

発
注
に
つ
い
て

　
　

発
注
に
つ
い
て

・
処
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て

・
処
理
場
建
設
工
事
に
つ
い
て

　

は
浜
田
市
発
注
と
し
、
地
元

　

は
浜
田
市
発
注
と
し
、
地
元

浜

田

市

長

・

市

議

会

議

長

へ

要

望

書

を

提

出

要

望

項

目
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業
者
を
最
優
先
に
選
定
す
る

　

業
者
を
最
優
先
に
選
定
す
る

　

こ
と
。

　

こ
と
。

・
稼
働
に
当
た
っ
て
の
工
事
期

・
稼
働
に
当
た
っ
て
の
工
事
期

　

間
や
費
用
面
等
の
市
民
・
事

　

間
や
費
用
面
等
の
市
民
・
事

　

業
者
向
け
の
説
明
や
周
知
を

　

業
者
向
け
の
説
明
や
周
知
を

　

徹
底
す
る
こ
と
。

　

徹
底
す
る
こ
と
。

以
上
、

以
上
、
22
点
に
つ
い
て
お
願
い

点
に
つ
い
て
お
願
い

し
た
い
。

し
た
い
。

３
．
プ
レ
ミ
ア
ム
付
は
ま
だ

３
．
プ
レ
ミ
ア
ム
付
は
ま
だ

　
　

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
継
続

　
　

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
継
続

　
　

発
行
に
つ
い
て

　
　

発
行
に
つ
い
て

　

諸
物
価
の
高
騰
に
よ
る
家
計

　

諸
物
価
の
高
騰
に
よ
る
家
計

負
担
の
増
加
や
消
費
回
復
の
遅

負
担
の
増
加
や
消
費
回
復
の
遅

れ
は
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
同

れ
は
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
同

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム

応
援
チ
ケ
ッ
ト
の
プ
レ
ミ
ア
ム

率
を
引
き
下
げ
て
で
も
継
続
発

率
を
引
き
下
げ
て
で
も
継
続
発

行
を
お
願
い
し
た
い
。

行
を
お
願
い
し
た
い
。

４
．
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の

４
．
タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の

　
　

支
援
に
つ
い
て

　
　

支
援
に
つ
い
て

　

タ
ク
シ
ー
事
業
を
公
共
交
通

　

タ
ク
シ
ー
事
業
を
公
共
交
通

機
関
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

機
関
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る

な
ら
ば
乗
合
バ
ス
事
業
者
と
同

な
ら
ば
乗
合
バ
ス
事
業
者
と
同

等
の
赤
字
補
填
や
支
援
を
お
願

等
の
赤
字
補
填
や
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

い
し
た
い
。

５
．
低
温

５
．
低
温((

冷
蔵
・
冷
凍

冷
蔵
・
冷
凍))

　
　

倉
庫
を
所
有
す
る
流
通

　
　

倉
庫
を
所
有
す
る
流
通

　
　

事
業
者
向
け
電
気
料
金

　
　

事
業
者
向
け
電
気
料
金

　
　

高
騰
に
対
す
る
支
援
に

　
　

高
騰
に
対
す
る
支
援
に

　
　

つ
い
て

　
　

つ
い
て

　

過
去
、
浜
田
市
は
原
油
価
格

　

過
去
、
浜
田
市
は
原
油
価
格

高
騰
対
策
と
し
て
、
貨
物
運
送

高
騰
対
策
と
し
て
、
貨
物
運
送

事
業
者
応
援
給
付
金
を
支
給
し

事
業
者
応
援
給
付
金
を
支
給
し

た
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

た
実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

回
も
同
様
の
制
度
に
よ
り
流
通

回
も
同
様
の
制
度
に
よ
り
流
通

事
業
者
の
負
担
軽
減
と
事
業
継

事
業
者
の
負
担
軽
減
と
事
業
継

続
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

続
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

６
．
高
速
料
金
平
準
化
制
度

６
．
高
速
料
金
平
準
化
制
度

　
　

の
導
入
に
つ
い
て

　
　

の
導
入
に
つ
い
て

　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
本
格
的
な
経

　

コ
ロ
ナ
禍
後
の
本
格
的
な
経

済
回
復
対
策
と
し
て
、
人
流
・

済
回
復
対
策
と
し
て
、
人
流
・

物
流
を
活
性
化
す
る
た
め
、
高

物
流
を
活
性
化
す
る
た
め
、
高

速
道
路
料
金
を
平
準
化
す
る

速
道
路
料
金
を
平
準
化
す
る

こ
と
に
よ
り
低
廉
な
料
金
で
の

こ
と
に
よ
り
低
廉
な
料
金
で
の

利
用
が
可
能
と
な
る
制
度
の
創

利
用
が
可
能
と
な
る
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
強

設
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
へ
強

力
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

力
な
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。
い
。

Ⅲ
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

Ⅲ
．
観
光
振
興
に
つ
い
て

１
．
市
内
宿
泊
者
の
促
進
及

１
．
市
内
宿
泊
者
の
促
進
及

　
　

び
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
推

　
　

び
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
推

　
　

進
活
動
に
つ
い
て

　
　

進
活
動
に
つ
い
て

　

浜
田
市
に
お
泊
り
い
た
だ
く

　

浜
田
市
に
お
泊
り
い
た
だ
く

方
に
例
え
ば
、
飲
食
や
お
土
産

方
に
例
え
ば
、
飲
食
や
お
土
産

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
や
美
又
・

に
使
え
る
ク
ー
ポ
ン
や
美
又
・

旭
温
泉
入
浴
券
を
進
呈
す
る
な

旭
温
泉
入
浴
券
を
進
呈
す
る
な

ど
、
観
光
で
の
宿
泊
客
や
ビ
ジ

ど
、
観
光
で
の
宿
泊
客
や
ビ
ジ

ネ
ス
滞
在
者
の
浜
田
市
内
宿
泊

ネ
ス
滞
在
者
の
浜
田
市
内
宿
泊

の
選
択
動
議
付
け
と
な
る
プ
ロ

の
選
択
動
議
付
け
と
な
る
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
も
ら

モ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
て
も
ら

い
市
を
挙
げ
て

い
市
を
挙
げ
て((

ダ
ブ
ル
ワ
ー

ダ
ブ
ル
ワ
ー

クク))

の
推
奨
、
斡
旋
を
お
願
い

の
推
奨
、
斡
旋
を
お
願
い

し
た
い
。

し
た
い
。

２
．
浜
田
ら
し
い
サ
イ
ン
の

２
．
浜
田
ら
し
い
サ
イ
ン
の

　
　

統
一
に
つ
い
て

　
　

統
一
に
つ
い
て

　

外
国
人
観
光
客
に
限
ら
ず
、

　

外
国
人
観
光
客
に
限
ら
ず
、

国
内
観
光
客
の
方
に
も
分
か
り

国
内
観
光
客
の
方
に
も
分
か
り

や
す
い
観
光
案
内
は
必
須
で
あ

や
す
い
観
光
案
内
は
必
須
で
あ

る
。
引
き
続
き
、
継
続
要
望
す

る
。
引
き
続
き
、
継
続
要
望
す

る
の
で
早
期
整
備
を
お
願
い
し

る
の
で
早
期
整
備
を
お
願
い
し

た
い
。

た
い
。

３
．
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
入
込

３
．
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
入
込

　
　

数
カ
ウ
ン
ト
機
の
整
備

　
　

数
カ
ウ
ン
ト
機
の
整
備

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

浜
田
城
跡
、
石
見
畳
ヶ
浦
な

　

浜
田
城
跡
、
石
見
畳
ヶ
浦
な

ど
、
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
さ

ど
、
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
さ

れ
る
が
、
実
際
の
来
訪
者
数
が

れ
る
が
、
実
際
の
来
訪
者
数
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

分
か
ら
な
い
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
浜
田
市
を
代
表
す
る
景
勝

る
。
浜
田
市
を
代
表
す
る
景
勝

地
に
お
い
て
、
来
訪
者
を
把
握

地
に
お
い
て
、
来
訪
者
を
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
誘
客

す
る
こ
と
に
よ
り
、
観
光
誘
客

促
進
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な

促
進
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
早
い
段
階
で
の
カ
ウ
ン
ト

る
。
早
い
段
階
で
の
カ
ウ
ン
ト

機
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

機
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

４
．
浜
田
道
高
速
バ
ス
（
い
さ

４
．
浜
田
道
高
速
バ
ス
（
い
さ

　
　

り
び
号
）
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　

り
び
号
）
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　

便
復
活
に
つ
い
て

　
　

便
復
活
に
つ
い
て

　

浜
田
圏
域
に
多
く
の
観
光
客

　

浜
田
圏
域
に
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
可
能
な

を
呼
び
込
む
た
め
に
は
可
能
な

限
り
利
便
性
の
向
上
を
図
る
必

限
り
利
便
性
の
向
上
を
図
る
必

要
が
あ
り
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便

要
が
あ
り
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
便

の
復
活
に
向
け
関
係
機
関
へ
の

の
復
活
に
向
け
関
係
機
関
へ
の

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

５
．
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
普
通

５
．
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
の
普
通

　
　

列
車
最
終
発
車
時
刻
の

　
　

列
車
最
終
発
車
時
刻
の

　
　

繰
り
上
げ
等
に
つ
い
て

　
　

繰
り
上
げ
等
に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
ダ
イ
ヤ
改
正

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
ダ
イ
ヤ
改
正

で
深
夜
の
利
用
客
減
少
な
ど
を

で
深
夜
の
利
用
客
減
少
な
ど
を

理
由
に
、
最
終
発
車
時
刻
の
繰

理
由
に
、
最
終
発
車
時
刻
の
繰

り
上
げ
や
列
車
の
減
便
を
実
施

り
上
げ
や
列
車
の
減
便
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、

し
て
い
る
。
今
後
に
お
い
て
は
、

更
な
る
減
便
と
な
ら
な
い
よ
う

更
な
る
減
便
と
な
ら
な
い
よ
う

地
元
事
業
者
も
対
策
に
取
り
組

地
元
事
業
者
も
対
策
に
取
り
組

む
が
、
浜
田
市
に
お
い
て
も
Ｊ

む
が
、
浜
田
市
に
お
い
て
も
Ｊ

Ｒ
に
対
し
、
こ
れ
以
上
の
縮
小

Ｒ
に
対
し
、
こ
れ
以
上
の
縮
小

と
な
ら
な
い
よ
う
強
力
な
働
き

と
な
ら
な
い
よ
う
強
力
な
働
き

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

６
．
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建

６
．
石
見
神
楽
伝
承
館
の
建

　
　

設
に
つ
い
て

　
　

設
に
つ
い
て

　

石
見
神
楽
の
学
術
的
な
保

　

石
見
神
楽
の
学
術
的
な
保

存
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
及
び
全

存
、
伝
統
芸
能
の
伝
承
及
び
全

国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
た

国
に
向
け
て
発
信
し
て
い
く
た

め
に
は
、
定
期
的
な
公
演
や
認

め
に
は
、
定
期
的
な
公
演
や
認

知
度
を
高
め
る
施
設
の
設
置
は

知
度
を
高
め
る
施
設
の
設
置
は

必
須
で
あ
り
、
施
設
の
建
設
に

必
須
で
あ
り
、
施
設
の
建
設
に

つ
い
て
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

つ
い
て
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
よ

石
見
神
楽
の
認
知
度
向
上
に
よ

る
石
見
地
域
へ
の
誘
客
促
進
に

る
石
見
地
域
へ
の
誘
客
促
進
に

つ
い
て
は
、
首
都
圏
及
び
令
和

つ
い
て
は
、
首
都
圏
及
び
令
和

77
年
の
大
阪
・
関
西
万
博
を
見

年
の
大
阪
・
関
西
万
博
を
見

据
え
た
関
西
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー

据
え
た
関
西
圏
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
誘
客
対
策
を
引
き
続

シ
ョ
ン
・
誘
客
対
策
を
引
き
続

き
お
願
い
し
た
い
。

き
お
願
い
し
た
い
。

Ⅳ
．
都
市
基
盤
の
整
備
等
に

Ⅳ
．
都
市
基
盤
の
整
備
等
に

　
　

つ
い
て

　
　

つ
い
て

１
．
浜
田
駅
前
周
辺
の
新
た

１
．
浜
田
駅
前
周
辺
の
新
た

　
　

な
賑
わ
い
拠
点
づ
く
り

　
　

な
賑
わ
い
拠
点
づ
く
り

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

現
在
、
三
桜
酒
造
跡
地
の
活

　

現
在
、
三
桜
酒
造
跡
地
の
活

用
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会

用
に
つ
い
て
は
、
検
討
委
員
会

の
中
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

の
中
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
が
、
跡
地
が
公
共
活
用
と
し

る
が
、
跡
地
が
公
共
活
用
と
し

て
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
浜
田

て
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
浜
田

駅
前
周
辺
の
新
た
な
賑
わ
い
拠

駅
前
周
辺
の
新
た
な
賑
わ
い
拠

点
と
な
る
施
策
の
実
現
を
お

点
と
な
る
施
策
の
実
現
を
お

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
途

願
い
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
途

中
の
駅
前
商
店
街
に
は
岩
多
屋

中
の
駅
前
商
店
街
に
は
岩
多
屋

跡
地
の
活
用
や
老
朽
化
が
進
む

跡
地
の
活
用
や
老
朽
化
が
進
む

ア
ー
ケ
ー
ド
更
新
の
課
題
が
あ

ア
ー
ケ
ー
ド
更
新
の
課
題
が
あ

り
、
併
せ
て
検
討
を
お
願
い
し

り
、
併
せ
て
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

た
い
。

２
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機

２
．
重
要
港
湾
浜
田
港
の
機

　
　

能
充
実
に
つ
い
て

　
　

能
充
実
に
つ
い
て

　

圏
域
の
経
済
活
性
化
を
促
進

　

圏
域
の
経
済
活
性
化
を
促
進

す
る
た
め
、
早
期
に
大
型
船
に

す
る
た
め
、
早
期
に
大
型
船
に

対
応
し
た
岸
壁

対
応
し
た
岸
壁  

整
備
等
港
湾

整
備
等
港
湾

機
能
の
強
化
を
促
進
さ
れ
る
よ

機
能
の
強
化
を
促
進
さ
れ
る
よ

う
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
現

う
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、
現

在
施
工
中
の
新
北
防
波
堤
に
つ

在
施
工
中
の
新
北
防
波
堤
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
整
備
促
進

い
て
は
、
引
き
続
き
整
備
促
進

を
お
願
い
し
た
い
。　
　

を
お
願
い
し
た
い
。　
　

３
．
石
央
物
流
団
地
の
機
能

３
．
石
央
物
流
団
地
の
機
能

　
　

充
実
と
新
規
造
成
に
つ

　
　

充
実
と
新
規
造
成
に
つ

　
　

い
て

　
　

い
て

　

大
型
物
流
セ
ン
タ
ー
や
ソ

　

大
型
物
流
セ
ン
タ
ー
や
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
マ
ル
チ
テ
ナ
ン

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
マ
ル
チ
テ
ナ
ン

ト
の
誘
致
が
可
能
と
な
る
敷
地

ト
の
誘
致
が
可
能
と
な
る
敷
地

の
確
保
と
し
て
、
第

の
確
保
と
し
て
、
第
11
期
に
続

期
に
続

く
第
く
第
22
期
約
期
約
2121
㏊
の
敷
地
造
成

㏊
の
敷
地
造
成

に
つ
い
て
強
力
な
支
援
を
お
願

に
つ
い
て
強
力
な
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

い
し
た
い
。

４
．
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推

４
．
矢
原
川
ダ
ム
の
事
業
推

　
　

進
に
つ
い
て

　
　

進
に
つ
い
て

　

矢
原
川
ダ
ム
事
業
は
、
地
域

　

矢
原
川
ダ
ム
事
業
は
、
地
域

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

住
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す

る
と
と
も
に
、
波
及
効
果
を
含

る
と
と
も
に
、
波
及
効
果
を
含

め
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が

め
地
域
に
大
き
な
経
済
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ダ

期
待
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ダ

ム
堤
体
の
本
格
着
工
に
向

ム
堤
体
の
本
格
着
工
に
向  

けけ

た
準
備
工
事
が
着
々
と
進
め
ら

た
準
備
工
事
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
着
実
な

れ
て
お
り
、
引
き
続
き
着
実
な

事
業
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

事
業
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。  

Ⅴ
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛

Ⅴ
．
浜
田
港
へ
の
海
上
自
衛

　
　

隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基

　
　

隊
艦
艇
の
物
資
補
給
基

　
　

地
誘
致
に
向
け
た
支
援

　
　

地
誘
致
に
向
け
た
支
援

　
　

に
つ
い
て

　
　

に
つ
い
て

　

浜
田
港
は
、
国
か
ら
重
要
港

　

浜
田
港
は
、
国
か
ら
重
要
港

湾
と
し
て
指
定
を
受
け
、
海
上

湾
と
し
て
指
定
を
受
け
、
海
上

輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
港
湾

輸
送
網
の
拠
点
と
し
て
港
湾  

機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い

機
能
の
強
化
が
図
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
地
域
経
済
を
支

る
。
一
方
で
、
地
域
経
済
を
支

え
る
物
流
拠
点
と
し
て
、
官
民

え
る
物
流
拠
点
と
し
て
、
官
民  

一
体
と
な
っ
て
利
用
促
進
に
取

一
体
と
な
っ
て
利
用
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

り
組
ん
で
い
る
。  

海
上
自
衛

海
上
自
衛

隊
艦
艇
の
浜
田
港
寄
港
は
、
市

隊
艦
艇
の
浜
田
港
寄
港
は
、
市

民
に
と
っ
て
の
大
き
な
安
心
と

民
に
と
っ
て
の
大
き
な
安
心
と

物
資
の
補
給
な
ど
に
よ
る
大
き

物
資
の
補
給
な
ど
に
よ
る
大
き

な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

な
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊

る
。
つ
い
て
は
、
海
上
自
衛
隊

艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
の
誘
致

艦
艇
の
物
資
補
給
基
地
の
誘
致

に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関

に
向
け
、
引
き
続
き
関
係
機
関

へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た

い
。
い
。

Ⅵ
．
浜
田
海
上
保
安
部
の
機

Ⅵ
．
浜
田
海
上
保
安
部
の
機

　
　

能
強
化
に
つ
い
て

　
　

能
強
化
に
つ
い
て 

 
 
 

　

海
上
保
安
庁
に
お
い
て
は
、

　

海
上
保
安
庁
に
お
い
て
は
、

わ
が
国
周
辺
海
域
に
お
け
る
安

わ
が
国
周
辺
海
域
に
お
け
る
安

全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
た

全
及
び
治
安
の
確
保
を
図
る
た

め
に
海
上
保
安
体
制
の
強
化
を

め
に
海
上
保
安
体
制
の
強
化
を

掲
げ
て
お
ら
れ
る
。
今
後
、
日

掲
げ
て
お
ら
れ
る
。
今
後
、
日

本
海
側
の
海
上
監
視
体
制
の
強

本
海
側
の
海
上
監
視
体
制
の
強

化
に
も
取
り
組
ま
れ
る
予
定
で

化
に
も
取
り
組
ま
れ
る
予
定
で

あ
る
。
つ
い
て
は
、
浜
田
港
を

あ
る
。
つ
い
て
は
、
浜
田
港
を

利
用
さ
れ
る
船
舶
の
安
全
な
航

利
用
さ
れ
る
船
舶
の
安
全
な
航

行
と
、
さ
ら
な
る
利
活
用
促
進

行
と
、
さ
ら
な
る
利
活
用
促
進

の
た
め
、
巡
視
船
等
の
増
強
な

の
た
め
、
巡
視
船
等
の
増
強
な

ど
、
浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能

ど
、
浜
田
海
上
保
安
部
の
機
能

強
化
に
向
け
て
関
係
機
関
へ
働

強
化
に
向
け
て
関
係
機
関
へ
働

き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。  
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「

海

の

日

」

記

念

式

典

　

令
和

　

令
和
55
年年
77
月月
2828
日
、
「
海
の

日
、
「
海
の

日
」
記
念
式
典
（
「
海
の
日
海
洋

日
」
記
念
式
典
（
「
海
の
日
海
洋

環
境
連
絡
会

環
境
連
絡
会
2121　

会
長　

櫨
山

　

会
長　

櫨
山

陽
介
）
が

陽
介
）
が
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ

ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て

ス
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
浜
田
市

浜
田
市

久
保
田
市
長
様
は
じ
め
総
勢

久
保
田
市
長
様
は
じ
め
総
勢
3333

名
が
出
席
し

名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た

開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

　

冒
頭
で
中
国
運
輸
局
島
根
運

　

冒
頭
で
中
国
運
輸
局
島
根
運

輸
支
局
坂
井
支
局
長
よ
り
国
土

輸
支
局
坂
井
支
局
長
よ
り
国
土

交
通
大
臣
式
辞
を
代
読
し
て
い

交
通
大
臣
式
辞
を
代
読
し
て
い

た
だ
き
、
海
事
関
係
功
労
者
に

た
だ
き
、
海
事
関
係
功
労
者
に

対
し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て
い

対
し
て
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
初
め

　

表
彰
式
に
お
い
て
は
、
初
め

に
中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局

に
中
国
運
輸
局
島
根
運
輸
支
局

長
表
彰

長
表
彰
33
名
、
第
八
管
区
海
上

名
、
第
八
管
区
海
上

保
安
本
部
長
表
彰

保
安
本
部
長
表
彰
22
名
、
公
益

名
、
公
益

財
団
法
人
海
上
保
安
協
会
舞
鶴

財
団
法
人
海
上
保
安
協
会
舞
鶴

地
方
本
部
長
表
彰

地
方
本
部
長
表
彰
11
名
、
最
後

名
、
最
後

に
「
海
の
日
」
海
洋
環
境
連
絡

に
「
海
の
日
」
海
洋
環
境
連
絡

会会
2121
会
長
表
彰

会
長
表
彰
11
団
体
が
表
彰

団
体
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
当
会
会
長
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。
当
会
会
長
表
彰

で
は
、
水
環
境
再
生
山
陰
ネ
ッ

で
は
、
水
環
境
再
生
山
陰
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
（
会
長　

今
井

ト
ワ
ー
ク
会
議
（
会
長　

今
井

聖
造
様
）
が
海
洋
環
境
保
全
活

聖
造
様
）
が
海
洋
環
境
保
全
活

浜

田

市

特

産

品

協

会

総　

会

日

本

電

信

電

話

ユ

ー

ザ

協

会　

浜

田

地

区

協

会

総　

会

　

令
和

　

令
和
55
年年
77
月月
1414
日
、
第

日
、
第
4141

回
浜
田
市
特
産
品
協
会

回
浜
田
市
特
産
品
協
会
総
会
総
会
（
会
（
会

長　

江
木
修
二
）
が

長　

江
木
修
二
）
が
鈴
蘭
別
館

鈴
蘭
別
館

に
お
い
て

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
は
総
会
員

　

総
会
は
総
会
員
3333
名
に
対
し

名
に
対
し

てて
2929
名
（
本
人
出
席

名
（
本
人
出
席
1414
名
、
委

名
、
委

任
状
出
席

任
状
出
席
1515
名
）
の
出
席
会
員

名
）
の
出
席
会
員

に
よ
り
、
上
程
さ
れ
た
令
和

に
よ
り
、
上
程
さ
れ
た
令
和
44

年
度
事
業
報
告
及
び
令
和

年
度
事
業
報
告
及
び
令
和
44
年年

度
収
支
決
算
（
監
査
報
告
）
、
令

度
収
支
決
算
（
監
査
報
告
）
、
令

和和
55
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

年
度
事
業
計
画
（
案
）
及

び
令
和

び
令
和
55
年
度
収
支
予
算
（
案
）

年
度
収
支
予
算
（
案
）

は
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

は
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
物
産
展
、

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
物
産
展
、

商
談
会
出
展
に
対
す
る

商
談
会
出
展
に
対
す
る
助
成
金

助
成
金

や
調
査
・
研
究
の
た
め
の
ワ
ー

や
調
査
・
研
究
の
た
め
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
等

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
立
ち
上
げ
等

に
つ
い
て
の
応
答
が
あ
り
ま
し

に
つ
い
て
の
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。
た
。

　

総
会
後
に
は
懇
親
会
も
開
催

　

総
会
後
に
は
懇
親
会
も
開
催

さ
れ
会
員
同
士
親
睦
を
深
め
ら

さ
れ
会
員
同
士
親
睦
を
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

令
和

　

令
和
55
年年
77
月月
2525
日
、
日
、
2323
年年

度
公
益
財
団
法
人
日
本
電
信
電

度
公
益
財
団
法
人
日
本
電
信
電

話
ユ
ー
ザ
協
会
浜
田
地
区
協
会

話
ユ
ー
ザ
協
会
浜
田
地
区
協
会

総
会
総
会
（
会
長　

櫨
山
陽
介
）
が

（
会
長　

櫨
山
陽
介
）
が

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル
に
お
い
て

ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
催
し
ま
し
た
。

　　

総
会
は
総
会
員

総
会
は
総
会
員
3434
名
に
対
し

名
に
対
し

てて
2727
名
（
本
人
出
席

名
（
本
人
出
席
1111
名
、
委

名
、
委

任
状
出
席

任
状
出
席
1616
名
）
の
出
席
会
員

名
）
の
出
席
会
員

に
よ
り
、
上
程
さ
れ
た
役
員
等

に
よ
り
、
上
程
さ
れ
た
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［  浜田商工会議所 青年部だより － ９月号 － ］

総務委員会　富田　友里子

　令和 5 年 8 月 21 日に青年部 8 月例会を浜田商工会館会議　令和 5 年 8 月 21 日に青年部 8 月例会を浜田商工会館会議

室にて開催しました。室にて開催しました。

BB 大鍋フェスティバルの概要説明を行った後、今年度の島BB 大鍋フェスティバルの概要説明を行った後、今年度の島

根県商工会議所青年部連合会主幹地域として、運営をして根県商工会議所青年部連合会主幹地域として、運営をして

いく上での出席義務の確認や意義についてレクチャー形式いく上での出席義務の確認や意義についてレクチャー形式

で行いました。また事前に新入会員から集めた質問に答えで行いました。また事前に新入会員から集めた質問に答え

る時間もあり、青年部としての役割や使命を再確認するこる時間もあり、青年部としての役割や使命を再確認するこ

とができました。とができました。

県青連について講義する西元県青連会長県青連について講義する西元県青連会長

８月例会について

出向について講義する高野出向理事出向について講義する高野出向理事

挨拶を述べる尾村会長挨拶を述べる尾村会長

ＢＢ大鍋フェスティバルを説明する杖田委員長ＢＢ大鍋フェスティバルを説明する杖田委員長



(6)浜田商工会議所だより第414号 令和5年9月15日（発行定日15日）

令和 5年令和 5年 10 月 17 日（火）10月 17 日（火）　10時～ 16時　10時～ 16時 開催日開催日

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

相談員相談員事業承継コーディネーター事業承継コーディネーター　村上　弘基　氏　村上　弘基　氏

令和 5年令和 5年 1010 月 18 日（水）　10時～ 16時月 18日（水）　10時～ 16時

日本政策金融公庫 浜田支店日本政策金融公庫 浜田支店

創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら創業相談や資金繰りに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら事業の承継や引継ぎに関するご相談はこちら

 第２５８回 第２５８回常議員会の報告　（７月１１日開催 )常議員会の報告　（７月１１日開催 )

協議事項

１．会議所会員加入承諾について　    

　　[5月末会員数 ] 　1,136　[6月末会員数 ]　1,134     

　  [2023年 4月1日現在商工業者数 ]　2,187

　　[組織率]   51.85％

    　加入事業所数 ： 1　　退会事業所数 ：3

報告事項

１．中国経済産業局長表彰

　　役員表彰　常議員　浜田土建㈱　代表取締役

２．浜田市長への要望について

３．島根県知事への要望について

４.旧浜田商工会議所会館解体工事に伴う
　　入札結果について
５.「浜田商工会議所だより」アンケート調査
　　について
６.エネルギー価格・物価高騰関連等への対応
　　状況について
７.出張経営相談会について
８.輪島商工会議所「ＢＵＹ浜田運動」視察研修
　　で来浜について

事業説明

「浜田市まちなか交流プラザについて」
　説明者：浜田市地域政策部　定住関係人口推進課

　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」　「相談したいことがあっても、商工会議所までは遠くて行く時間がない・・・」

そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。そんな遠方の事業者様・創業希望者様の利便性向上を図るために、各会場で経営相談会を実施しております。

当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。当日は、経営指導員が「金融や税務相談」、「補助金のご紹介」等をさせていただきます。

当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。当所までお越しいただく手間を省けますので、どうぞご利用ください。

　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　　≪問い合わせ先≫　　浜田商工会議所　中小企業相談所　　TEL：0855-22-3025TEL：0855-22-3025　　FAX：0855-22-5400　　FAX：0855-22-5400

出張経営相談会スケジュール

日程日程 場所場所 時間時間

　１０月１２日（木）【予定】　１０月１２日（木）【予定】 石見まちづくりセンター後野分館石見まちづくりセンター後野分館 9：30 ～ 11：309：30 ～ 11：30

１１月　９日（木）１１月　９日（木）【予定】【予定】 美川まちづくりセンター美川まちづくりセンター 9：30 ～ 11：309：30 ～ 11：30

１２月１４日（木）１２月１４日（木）【予定】【予定】 周布まちづくりセンター周布まちづくりセンター 9：30 ～ 11：309：30 ～ 11：30

　　　　１月１１日（木）１月１１日（木）【予定】【予定】 浜田卸商会館浜田卸商会館 9：30 ～ 11：309：30 ～ 11：30

会 議 所 月 報

出 張 経 営 相 談 会 の お 知 ら せ

　　 相談会開催のお知らせ 無　料無　料無　料無　料

事業承継相談会事業承継相談会 定例経営相談会定例経営相談会
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浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫浜 田 市 景 況 レ ポ ー ト 　 提 供 ： 日 本 海 信 用 金 庫

概　　　況概　　　況
１．雇用状況１．雇用状況
　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、　浜田管内における月間有効求人倍率（パートを含む）は、
令和５年４月が1.47倍、５月が1.37倍、６月が1.47倍で推令和５年４月が1.47倍、５月が1.37倍、６月が1.47倍で推
移し、３ヶ月間（４月～６月）の対前年同期比較でみると、移し、３ヶ月間（４月～６月）の対前年同期比較でみると、
前年の1.67倍に対し、今年は1.44倍と低下している。前年の1.67倍に対し、今年は1.44倍と低下している。

２．２．漁業水揚高状況漁業水揚高状況
　令和５年４月～６月の漁業水揚高は、数量が3,378ｔ、　令和５年４月～６月の漁業水揚高は、数量が3,378ｔ、
金額は862百万円となっており、前年同期と比較し、数量金額は862百万円となっており、前年同期と比較し、数量
は25.2％の増加、金額は31.8％の増加となっている。は25.2％の増加、金額は31.8％の増加となっている。
　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が6.2％　また、漁業種別水揚金額の増減では、沖合底曳が6.2％
の減少、巾着は96.7％の増加、イカ釣は38.2％の減少等との減少、巾着は96.7％の増加、イカ釣は38.2％の減少等と
なっている。なっている。

３．３．新設住宅着工戸数新設住宅着工戸数
　※定例資料提供廃止のため省略しました。　※定例資料提供廃止のため省略しました。

４．４．島根県信用保証協会保証承諾状況島根県信用保証協会保証承諾状況
　島根県信用保証協会浜田支店における令和５年４月～６　島根県信用保証協会浜田支店における令和５年４月～６
月の保証承諾は、124件の1,202百万円となっており、前年月の保証承諾は、124件の1,202百万円となっており、前年
同期と比較し件数は43件の増加、金額は680百万円の増加同期と比較し件数は43件の増加、金額は680百万円の増加
となっている。となっている。

５．５．瓦の生産・出荷状況瓦の生産・出荷状況
　　石州瓦工業組合の調査によると、令和５年４月～６月の石州瓦工業組合の調査によると、令和５年４月～６月の
瓦の生産枚数は、1,966千枚で前年同期比70.4％の減少、出瓦の生産枚数は、1,966千枚で前年同期比70.4％の減少、出
荷枚数は2,811千枚で同37.6%の減少となっている。荷枚数は2,811千枚で同37.6%の減少となっている。

６．６．公共工事請負契約状況公共工事請負契約状況
　　浜田地区における令和５年４月～６月の公共工事請負金浜田地区における令和５年４月～６月の公共工事請負金
額は、6,582百万円となっており、前年同期と比較し48.3％額は、6,582百万円となっており、前年同期と比較し48.3％
の減少、益田地区は4,266百万円で同1.1％の減少となっての減少、益田地区は4,266百万円で同1.1％の減少となって
いる。いる。

令和５年６月の月間有効求人倍率、（　）内は令和４年６月令和５年６月の月間有効求人倍率、（　）内は令和４年６月

（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）（参考　資料出所　島根労働局職業安定部）

全　県全　県 松江管内松江管内 出雲管内出雲管内 大田管内大田管内 益田管内益田管内 浜田管内浜田管内

1.451.45 1.401.40 1.421.42 1.181.18 2.022.02 1.471.47

（1.61）（1.61） （1.57）（1.57） （1.56）（1.56） （1.50）（1.50） （1.90）（1.90） （1.74）（1.74）

⑴　水揚高（ｔ）⑴　水揚高（ｔ）

⑵　水揚金額（百万円）⑵　水揚金額（百万円）
単位：百万円単位：百万円

（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）（参考　資料出所　浜田市産業経済部水産振興課）

（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）（参考　資料出所　西日本建設業保証㈱島根支店）

令和３年令和３年
４月～４月～
６月６月

令和４年令和４年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和５年令和５年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 521521 499499 ▲4.2▲4.2 341341 ▲31.7▲31.7

機船巾着網機船巾着網 1,9691,969 1,8761,876 ▲4.7▲4.7 2,8382,838 51.351.3

い か 釣い か 釣 7373 6060 ▲17.8▲17.8 2323 ▲61.7▲61.7

定 置 網定 置 網 7070 122122 74.374.3 6767 ▲45.1▲45.1

一 本 釣一 本 釣 4545 7272 60.060.0 4747 ▲34.7▲34.7

そ の 他そ の 他 3333 3737 12.112.1 3939 5.45.4

陸 送陸 送 4040 3333 ▲17.5▲17.5 2222 ▲33.3▲33.3

合 計合 計 2,7522,752 2,6982,698 ▲2.0▲2.0 3,3783,378 25.225.2

令和３年令和３年
４月～４月～
６月６月

令和４年令和４年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

令和５年令和５年
４月４月～～
６月６月

対前年対前年
同期増減比同期増減比
（％）（％）

沖合底曳網沖合底曳網 272272 241241 ▲11.4▲11.4 226226 ▲6.2▲6.2

機船巾着網機船巾着網 328328 243243 ▲25.9▲25.9 478478 96.796.7

い か 釣い か 釣 6767 3434 ▲49.3▲49.3 2121 ▲38.2▲38.2

定 置 網定 置 網 1313 4242 223.1223.1 3636 ▲14.3▲14.3

一 本 釣一 本 釣 2626 3030 15.415.4 3030 0.00.0

そ の 他そ の 他 1616 1616 0.00.0 2020 25.025.0

陸 送陸 送 6868 4848 ▲29.4▲29.4 5151 6.36.3

合 計合 計 790790 654654 ▲17.2▲17.2 862862 31.831.8

単位：件、百万円単位：件、百万円

（参考　資料出所　島根県信用保証協会）（参考　資料出所　島根県信用保証協会）

令和４年令和４年
４月～６月４月～６月

令和５年令和５年
４月～６月４月～６月

対前年対前年
同期増減比（％）同期増減比（％）

浜 田 地 区浜 田 地 区 12,73912,739 6,5826,582 ▲48.3▲48.3
益 田 地 区益 田 地 区 4,3154,315 4,2664,266 ▲1.1▲1.1
津和野地区津和野地区 2,2922,292 3,2533,253 41.941.9
川 本 地 区川 本 地 区 1,6891,689 1,1061,106 ▲34.5▲34.5
島根県合計島根県合計 51,34851,348 41,32241,322 ▲19.5▲19.5

令和４年４月～４年６月令和４年４月～４年６月 令和５年４月～５年６月令和５年４月～５年６月 増　　　減増　　　減
件数件数 金額金額 件数件数 金額金額 件数件数 金額金額

支店別支店別
浜田支店浜田支店 8181 522522 124124 1,2021,202 4343 680680
益田支店益田支店 6363 714714 8383 675675 2020 ▲39▲39
地区別地区別
浜 田 市浜 田 市 4949 309309 8686 867867 3737 558558
江 津 市江 津 市 1818 137137 2929 251251 1111 114114
益 田 市益 田 市 5151 614614 　65　65 476476 1414 ▲138▲138
島根県計島根県計 556556 4,5534,553 663663 5,7225,722 107107 1,1691,169
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